
Si振動子の共振特性解析

1. 目的
環境発電用Siデバイスの振動特性を把握し、設計指針を得る。

2.  課題
梁形状が複雑になるとバネ定数がわからず、一般的な解析式で
固有振動数を求められない。

・シミュレーションによって想定した振動モードにおける周波数を求めることができた。

・意図しない振動モードの存在を事前に把握することができた。

・表面に重りを乗せた場合の振動特性の変化も事前に把握することができた。
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まとめ

設計による振動特性の違いを解析した。
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